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国内に居住している20歳から60歳未満の全ての方が、公的年金に加入します
　国民年金は、すべての公的年金の基礎となるものです。日本国内にお住まいの 20歳以上 60 歳未満の方は、公
的年金に加入することが法律で義務付けられています。
　加入者は職業などによって３つのグループに分かれており、それぞれ、加入手続きや保険料の納付方法が違いま
す。結婚や就職、転職などで加入するグループが変わったときは、２週間以内に手続きをすることが必要です。

どんな人が？ 加入の届出は？ 保険料の納付は？

第１号 自営業者・無職等 ご自身で市区町村役場へ届出 ご自身で納付

第２号 会社員・公務員等 勤務先が届出 勤務先で納付

第３号 専業主婦（会社員等の） 配偶者（第２号）の勤務先が届出 なし（配偶者の制度が負担）

太郎さん：〔20歳に到達〕　学生なので国民年金（第１号被保険者）に加入
　　　　　〔22歳で就職〕　会社員になり厚生年金（第２号被保険者）に加入
　　　　　〔45歳で転職のため退職〕　次の会社に就職するまでは国民年金（第１号被保険者）に加入
　　　　　〔58歳で退職〕　退職後も 60歳到達までは国民年金（第１号被保険者）に加入
花子さん：〔20歳に到達〕　２０歳到達時はすでに会社員で厚生年金（第２号被保険者）に加入
　　　　　〔29歳で結婚・退職〕　夫に扶養されている間は国民年金（第３号被保険者）に加入
　　　　　〔45歳で夫が退職〕　国民年金の第 1号被保険者に変更
　　　　　〔夫が再就職〕　国民年金の第 3号被保険者に変更
　　　　　〔夫が 58歳で退職〕　60歳到達までは国民年金（第 1号被保険者）に加入

◎�　第１号、第２号、第３号の被保険者期間（保険料納付済期間および保険料免除期間）を合計して25年で老
齢基礎年金の受給資格ができます。また、保険料納付済期間が40年（20歳～60歳）で満額の老齢基礎年
金を受け取ることができます。

◎�　国民年金は、20歳から60歳まで加入が義務付けられていますが、希望すれば65歳到達までの間、任
意加入ができます。
　�　60歳到達までに25年の受給資格期間を満たしておらず、老齢基礎年金の受給資格がない方は任意加入
することにより、受給資格を得ることができる場合があり、また、40年（480月）の納付済期間がないため
老齢基礎年金を満額受けとれない場合は、受給額を満額もしくは満額に近づけることもできますので、お気
軽に最寄りの年金事務所または揖斐川町役場住民課にお問い合せください。

太郎さん
　（夫）

学生 会社員 無職 会社員 無職
第1号

（国民年金）
第２号

（厚生年金）
第１号

（国民年金）
第２号

（厚生年金）
第１号

（国民年金）

20歳　　22歳（就職）　　　　　　　　　　　　　　　　　　45歳（転職）　　　　　　　　　　　　58歳（退職）　60歳

花子さん
　（妻）

会社員 専業主婦
第２号

（厚生年金）
第３号

（国民年金）
第１号

（国民年金）
第３号

（国民年金）
第１号

（国民年金）

20歳　　　　　　　　　　29歳（結婚）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　60歳

保険料を納めるのが困難な方には、免除制度があります。
　所得が一定以下の人や天災、失業等の理由により、保険料を納付することが著しく困難な人は、免除の申請をし
て承認されますと、年金の保険料納付が免除され年金を受ける権利が保障されます。免除の承認期間については、
７月から翌年の６月までとなります。ただし、申請が遅れた場合でも、直前の７月まで遡

さかのぼ

って承認を受けることが
できます。
　なお、免除の適用を受けた期間の保険料を 10年以内であれば、納める（追納）こともできます。
� 【お問い合せ先】　大垣年金事務所　　　℡０５８４－７８－５１６６
� 揖斐川町役場住民課　℡２２－２１１１（内線２１３）

【例えば】太郎さん、花子さんご夫婦が20歳から60歳到達まで加入する年金は？
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平
成
24
年
度
採
用
職
員

�

募
集
の
お
知
ら
せ

　

揖
斐
川
町
で
は
次
の
と
お
り
職
員

を
募
集
し
ま
す
。

◎
一
般
行
政
事
務
職

■
募
集
人
員　

若
干
名

■�

応
募
資
格　

平
成
２
年
４
月
２
日

～
平
成
６
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ

た
方
で
、
高
校
卒
業
ま
た
は
平
成

24
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
方
。

■
受
付
期
間

　

７
月
22
日（
金
）～
８
月
８
日（
月
）

■
１
次
試
験　

　

日
時　

９
月
18
日（
日
）

　

場
所　

県
立
羽
島
北
高
等
学
校

　

内
容　

教
養
試
験
、
事
務
適
性
検
査

■
１
次
試
験
発
表　

10
月
上
旬（
予
定
）

■
２
次
試
験　
　
　

11
月
上
旬（
予
定
）�

■
最
終
合
格
発
表　

11
月
中
旬（
予
定
）

■�

応
募
方
法　

応
募
期
間
中
に
所
定

の
申
込
用
紙
（
役
場
政
策
広
報
課

備
え
付
け
）
に
記
入
し
、
次
の
書

類
を
添
え
て
、
役
場
政
策
広
報
課

ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

・
卒
業（
見
込
）証
明
書

　

・
成
績
証
明
書（
最
終
学
歴
）

※�

詳
し
く
は
、
役
場
政
策
広
報
課
ま

で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
政
策
広
報
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
１
１
１
）

 

児
童
扶
養
手
当
「
現
況
届
」
提

出
の
お
知
ら
せ

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
父
ま
た
は
母
と
生

計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
を
育
成
す

る
家
庭
の
生
活
の
安
定
と
自
立
の
た
め

に
、児
童
の
母
、父
ま
た
は
父
母
に
代
わ
っ

て
そ
の
児
童
を
養
育
す
る
養
育
者
に
支
給

さ
れ
る
手
当
で
す
。

　

現
在
手
当
を
受
け
て
い
る
方
お
よ
び
停

止
さ
れ
て
い
る
方
は
、
毎
年
８
月
に
「
現

況
届
」を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

８
月
初
旬
に
現
況
届
提
出
の
ご
案
内
を

送
付
し
ま
す
の
で
、
役
場
子
育
て
支
援
課

ま
た
は
各
振
興
事
務
所
地
域
振
興
課
ま
で

現
況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
届
出
が
な
い
と
、
８
月
分
以
降
の

手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
子
育
て
支
援
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
２
４
２
）

 

特
別
児
童
扶
養
手
当
「
所
得
状

況
届
」
提
出
の
お
知
ら
せ

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
身
体
ま
た
は

精
神
に
障
が
い
の
あ
る
お
子
さ
ん
の
福
祉

増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
そ
の

児
童
の
保
護
者
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る
手

当
で
す
。

　

現
在
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、「
所

得
状
況
届
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

８
月
中
旬
に
所
得
状
況
届
提
出
の
ご
案

内
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
役
場
子
育
て
支

援
課
ま
た
は
各
振
興
事
務
所
地
域
振
興
課

ま
で
所
得
状
況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

こ
の
届
出
が
な
い
と
、
８
月
分
以
降
の

手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
子
育
て
支
援
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
２
４
２
）

 

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

①
緑
ヶ
丘
住
宅　

１
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
和
田
３
８
６

　

・
建
設
年
度　

昭
和
62
年
度

　

・
中
層
耐
火
構
造
３
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

　

・
駐
車
場　

１
台

　

・
家
賃　

１
６
６
０
０
円
～

②
そ
ら
む
き
住
宅（
世
帯
用
）　

１
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
西
津
汲
６
１
９

　

・
建
設
年
度　

平
成
11
年
度

　

・
木
造
２
階
建　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　

・
駐
車
場　

２
台

　

・
家
賃　

３
３
８
０
０
円
～

■
敷
金　

家
賃
の
３
か
月
分

■
入
居
条
件

�

・�

①
に
つ
い
て
は
揖
斐
川
町
内
に
在
住
も

し
く
は
在
勤
（
勤
務
予
定
で
も
可
）
で

あ
る
こ
と
。

�

・�

市
町
村
民
税
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る
納

付
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

�

・�

現
在
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族（
婚
約
者
含
む
）が
あ
る
こ
と
。

�

・�

家
賃
の
他
に
共
益
費（
上
下
水
の
使
用

料
・
共
用
部
分
の
電
気
料
な
ど
）
が
必

要
で
す
。

�

・
所
得
条
件
あ
り

※
詳
し
く
は
窓
口
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間
　

　

８
月
１
日（
月
）～
８
月
15
日（
月
）

■
入
居
予
定
日　

９
月
下
旬
を
予
定

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
建
設
課　

　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
３
１
３
）

 

町
内
星
を
見
る
会
実
施
の
お
知
ら
せ

　

西
美
濃
天
文
台
で
は
、
町
民
の
皆
様
に

星
空
に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
次
の

日
程
に
て
、「
町
内
星
を
見
る
会
」
を
実

施
し
ま
す
。

　

移
動
観
望
会
用
望
遠
鏡
で
夏
の
星
々
を

お
楽
し
み
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
８
月
１
日（
月
）・
２
日（
火
）

　

時
間　

20
時
～
21
時

　

場
所　

市
場
グ
ラ
ン
ド

■
８
月
３
日（
水
）・
４
日（
木
）

　

時
間　

20
時
～
21
時

　

場
所　

久
瀬
山
村
広
場

■
参
加
費　

無
料

■
曇
雨
天
時　

中
止

■
注
意
事
項
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�
・�

夜
間
で
す
の
で
、
事
故
な
ど
に
は
十
分

お
気
を
つ
け
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

�

・�
虫
除
け
な
ど
を
ご
持
参
さ
れ
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

�

・
会
場
内
禁
煙

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

藤
橋
城
西
美
濃
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

　

℡
５
２

－

２
６
１
１

 

谷
汲
山
「
観
か
ん

月げ
つ

音
楽
祭
」（
おお
じ
ゅ
う
し
ち
や

十
七
夜
）

�

コ
ン
サ
ー
ト
開
催
♪

　

８
月
17
日（
水
）
谷
汲
山
華
厳
寺
境
内

で
谷
汲
山
「
観
月
音
楽
祭
」（
お
十
七
夜

コ
ン
サ
ー
ト
）
を
谷
汲
門
前
街
並
づ
く
り

委
員
会
主
催
で
開
催
し
ま
す
。
燈
籠
の
ほ

の
か
な
灯
り
と
夏
の
夜
の
幻
想
的
な
雰
囲

気
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日　

８
月
17
日（
水
）

☆
揖
斐
川
中
学
校
吹
奏
楽
部
演
奏

　

時
間　

17
時
30
分
～
18
時
30
分

　

場
所　

谷
汲
門
前
屋
外
ス
テ
ー
ジ

☆
玉た

ま

木き

鶯お
う

洞ど
う　

二
胡
ト
リ
オ

　

２
マ
リ
ン
バ
＆
ピ
ア
ノ　

凜

　

時
間　

19
時
～
20
時
15
分

　

場
所　

谷
汲
山
華
厳
寺
境
内
放
生
池

■
駐
車
場

　

谷
汲
門
前
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
観
光
プ
ラ
ザ

　

℡
５
５

－

２
０
２
０

 

揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

�

か
ら
の
お
知
ら
せ

　

揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
毎
月
２
回
当
セ
ン
タ
ー
を
よ
り
多
く

の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
事
業

及
び
入
会
説
明
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ど
な
た
で
も
、
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
入
会
は
原
則
と

し
て
60
歳
以
上
の
揖
斐
川
町
在
住
の
方
に

限
り
ま
す
。
定
年
後
、「
地
域
に
貢
献
」

と
い
う
選
択
を
お
考
え
く
だ
さ
い
。

※
８
月
の
事
業
お
よ
び
入
会
説
明
会
の
日
程

　

８
月
１
日（
月
）、
22
日（
月
）

　

10
時
開
始

　
（
１
時
間
半
ほ
ど
の
予
定
で
す
。）

　

事
業
、
農
業
経
営
、
各
種
団
体
の
運
営

等
で
、
お
困
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
シ

ル
バ
ー
人
材
派
遣
で
対
応
で
き
ま
す
。

　

急
に
仕
事
が
忙
し
く
な
っ
た
。
す
ぐ
に

で
も
人
手
が
欲
し
い
。
雇
用
関
係
を
結
ぶ

の
に
迷
っ
て
い
る
。
内
職
に
従
事
す
る
人

を
募
集
し
た
い
が
、
広
範
囲
に
伝
え
る
手

段
が
な
く
て
困
っ
て
い
る
な
ど
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
経
験
豊
か
な
会
員

が
対
応
い
た
し
ま
す
。
必
要
な
人
数
を
、

必
要
な
期
間
だ
け
、
そ
ん
な
需
要
に
お
応

え
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　
（
社
）揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

℡
２
３

－

０
９
０
７

�

（
平
日
８
時
30
分
～
17
時
）

 

徳
山
ダ
ム
号
運
行
の
お
知
ら
せ

　
「
日
本
一
の
徳
山
ダ
ム
で
地
底
探
検
？

夏
の
ミ
ス
テ
リ
ー
観
光
周
遊
バ
ス
」

☆
地
底
人
コ
ー
ス
（
平
日
運
行
）

　

徳
山
ダ
ム
内
部
の「
監
査
路
」な
ど
を
通

り
、
普
段
は
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
徳
山

ダ
ム
堤
体
内
の
施
設
見
学
が
で
き
ま
す
。

■
８
月
の
運
行
日

　

３
日（
水
）、
５
日（
金
）、
10
日（
水
）

　

12
日（
金
）、
17
日（
水
）、
19
日（
金
）

　

24
日（
水
）、
26
日（
金
）、
31
日（
水
）

■
コ
ー
ス
内
容

　

養
老
鉄
道
揖
斐
駅
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
集
合

　

養
老
鉄
道
揖
斐
駅
出
発
（
９
時
50
分
）

　
　
　
　
　
　
　

↓

　

徳
山
ダ
ム
・
谷
汲
山
華
厳
寺
を
周
遊

　
　
　
　
　
　
　

↓

　

養
老
鉄
道
揖
斐
駅
着
（
18
時
頃
）

■
参
加
費
用

　

大　

人　

１
０
０
０
円

　

子
ど
も　

５
０
０
円
（
６
～
12
歳
）

※�

参
加
費
用
に
食
事
代
金
や
施
設
へ
の
入

場
料
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

※�

６
歳
未
満
で
あ
っ
て
も
座
席
を
占
有
さ

れ
る
場
合
は
参
加
費
用
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

【
予
約
先
】

　

名
阪
近
鉄
バ
ス
株
式
会
社

　

乗
合
バ
ス
営
業
部

　

℡
０
５
８
４

－

８
１

－

３
３
２
６

（
月
～
金
曜
日　

９
時
～
17
時　

※
祝
日
を
除
く
）

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
商
工
観
光
課

　

２
２

－

２
１
１
１

 

複
式
簿
記
講
習
会（
３
級
）の

�

ご
案
内

　

ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す
！

　

パ
ソ
コ
ン
経
理
が
普
及
し
た
今
日
で

も
、
企
業
の
経
営
成
績
・
財
政
状
態
を
把

握
す
る
た
め
の
帳
簿
記
録
の
技
法
は
複
式

簿
記
を
理
解
し
て
い
な
い
と
実
行
で
き
ま

せ
ん
。

　

ま
た
〝
簿
記
〟
を
学
べ
ば
、
経
済
を
中

心
と
し
た
社
会
の
仕
組
み
が
理
解
で
き
、

節
税
に
関
す
る
方
法
な
ど
生
活
に
密
着
し

た
情
報
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

　

事
業
者
の
方
も
こ
れ
か
ら
社
会
へ
と
飛

び
立
つ
学
生
さ
ん
も
知
っ
て
得
す
る
簿
記

の
知
識
を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
！
内
容
は

日
本
商
工
会
議
所
簿
記
検
定
の
レ
ベ
ル
で

す
。

■
日
程　

９
月
２
日（
金
）～

�

10
月
28
日（
金
）ま
で

�

（
全
16
回
）

　

毎
週
火
曜
日
と
金
曜
日

�

（
祭
日
を
除
き
ま
す
）

　

３
級
講
座　

19
時
～
20
時
30
分

■
会
場　

揖
斐
川
町
商
工
会
館�

研
修
室

■�

持
ち
物　

筆
記
用
具
、
電
卓（
そ
ろ
ば

ん
）な
ど

■
受
講
料　

３
級
講
座　

４
０
０
０
円
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■
申
込
期
限　

８
月
19
日（
金
）ま
で

☆�
申
込
方
法　

揖
斐
川
町
商
工
会
事
務
局

に
受
講
料
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　

�　

申
込
書
は
揖
斐
川
町
商
工
会
事
務
局

に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】�

　

〒
５
０
１

－

０
６
０
３

　

揖
斐
川
町
上
南
方
１
６
５

－

１

　

揖
斐
川
町
商
工
会
内

�

「
複
式
簿
記
講
習
会
」係�
宛

　

℡
２
２

－

６
１
８
５

　

℻
２
２

－

２
５
６
１

 

甲
種
防
火
管
理
者
資
格
取
得
講
習
会

�

開
催
の
お
知
ら
せ

　

学
校
、
工
場
、
店
舗
等
で
多
数
の
人
が

出
入
り
し
、
勤
務
す
る
事
業
所
に
は
、
一

定
の
資
格
を
持
っ
た
￢
防
火
管
理
者
」
を

置
く
義
務
が
、
消
防
法
で
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

消
防
本
部
で
は
、
こ
の
た
び
次
に
よ
り

甲
種
防
火
管
理
者
資
格
を
取
得
す
る
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
該
当
者
、
希
望

者
は
、
受
講
し
て
下
さ
い
。

■�

日
時　

10
月
13
日（
木
）・
14
日（
金
）の

２
日
間　

９
時
～
16
時
10
分

■�

場
所　

揖
斐
郡
消
防
組
合
消
防
本
部

�

３
階
研
修
室（
大
野
町
中
之
元
）

■�

受
講
料　

無
料
、
た
だ
し
テ
キ
ス
ト
、

昼
食
代
と
し
て
５
０
０
０
円
が
必
要

■
申
込
期
間　

９
月
１
日（
木
）～

�

９
月
30
日（
金
）

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
郡
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課

　

℡
３
２

－

０
１
１
９

 

養
老
鉄
道
百
景�

ポ
ス
タ
ー
・
絵
画
・

�

写
真
展
２
０
１
１
の
作
品
募
集
！

　
「
養
老
鉄
道
に
乗
っ
て
守
っ
て
い
こ
う
」

と
い
う
意
識
を
沿
線
住
民
は
も
と
よ
り
、

広
く
地
域
で
共
有
し
高
め
て
い
く
こ
と

や
、
近
い
将
来
、
養
老
鉄
道
百
景
を
選
定

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
各
作
品
を
募

集
し
ま
す
。

■
募
集
部
門

　

Ａ�
小
学
生
ポ
ス
タ
ー
・
絵
画
の
部

　

Ｂ�

中
学
生
ポ
ス
タ
ー
・
絵
画
の
部

　

Ｃ�

一
般
写
真
の
部

■�

募
集
方
法　

作
品
に
は
、
①
タ
イ
ト
ル

②
氏
名
③
年
齢
④
住
所
⑤
連
絡
先
を
明

記
し
た
応
募
票
を
添
付
し
て
く
だ
さ

い
。
部
門
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
応
募
基
準

が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■�

各
賞　

各
部
門
に
最
優
秀
賞
１
点
、
優

秀
賞
２
点
、
入
賞
８
点
、
特
別
賞
２
点

■
募
集
期
間
　

　

７
月
１
日（
金
）～

�

９
月
９
日（
金
）ま
で（
必
着
）

■�

審
査　

同
実
行
委
員
会
が
委
嘱
し
た
審

査
委
員
に
よ
り
審
査
し
ま
す
。

■�

発
表　

10
月
８
日（
土
）
養
老
公
園
で

開
催
す
る「
ふ
る
さ
と
養
老
秋
ま
つ
り
」

で
表
彰
式
を
行
い
ま
す
。（
予
定
）

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

養
老
町
役
場
企
画
政
策
課
内

　

�

養
老
鉄
道
百
景
ポ
ス
タ
ー
・
絵
画
・
写

真
展
２
０
１
１
実
行
委
員
会
事
務
局

　

℡
０
５
８
４

－

３
２

－

１
１
０
０

　
（
内
線
２
１
７
・
２
１
８
）

 

山
び
こ
の
郷
夏
祭
り
開
催
！

　

地
域
ぐ
る
み
で
盛
り
上
げ
る
山
び
こ
の

郷
夏
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

幼
児
園
児
や
小
中
学
生
の
発
表
、
高
校

生
等
に
よ
る
バ
ザ
ー
な
ど
楽
し
め
る
催
し

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

■
日
時　

７
月
30
日（
土
）

　
　
　
　

16
時
～
20
時
30
分

■
場
所　

山
び
こ
の
郷
駐
車
場

※�
当
日
は
、
花
火
の
打
ち
上
げ
も
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

山
び
こ
の
郷
夏
祭
り
実
行
委
員
会

　

℡
５
４

－

２
２
３
１

◇
揖
斐
川
尚
和
園
へ

　

社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　

お
菓
子

　

商
工
会
女
性
部　

　
　

お
か
ら
ド
ー
ナ
ツ

　

赤
十
字
奉
仕
団
揖
斐
川
分
区

　
　

寒
天
菓
子

　

林
は
や
し　

良よ
し

夫お

さ
ん（
北
方
）

　
　

じ
ゃ
が
い
も

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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自衛官等募集案内
募集種目 受験資格 受　付　期　間 待遇・その他

防衛大学校
推薦

高卒（見込含）18歳以上
21歳未満の者

９月５日（月）～９月  ８日（木） 修学年限４年
卒業後１年で
３等陸・海・空尉一般

９月５日（月）～９月30日（金）
防衛医科大学校

修学年限６年
医師免許取得後、
２等陸・海・空尉

看 護 学 生 高卒（見込含）18歳以上
24歳未満の者

修学年限３年
看護師免許取得後、
２等陸曹

※８月１日（月）より受付の航空学生、一般曹候補生、自衛官候補生（女子）の締切日は９月９日（金）
　自衛官候補生（男子）の締切日は９月 16日（金）です。（各種目とも締切日必着）

　　※詳しいお問い合せは、「自衛隊岐阜地方協力本部　大垣地域事務所」までお願いします。
　　　【お問い合せ先】大垣市林町５－18光和ビル２階　℡０５８４－７３－１１５０

みんなで節電に取り組みましょう
《ご家庭の節電対策メニュー》

メニュー 削減効果＊ 効果を高める取り組み

空 調

エアコンの冷房温度は 28℃を目安に温度設
定する。

10㌫
※設定温度を２℃上げた場合

フィルターを定期的に清掃す
る。（２週間に１回）
扇風機を併用する。
室外機を風通しの良い場所に
設置する。

「すだれ」や「よしず」等で窓からの日差し
を和らげる。 10㌫

照 明
こまめに消灯、清掃する。
長時間使う所は、LED 電球や蛍光ランプを
使う。

３㌫
※白熱電球から交換した場合

冷 蔵 庫
冷蔵庫の設定を「強」から「中」または「省
エネ」にして、扉の開閉を減らす。
食品の詰め込み過ぎに注意する。

２㌫ 熱いものは、冷ましてから冷
蔵庫へ入れる。

待機電力
テレビ、ビデオ等は、こまめに主電源を切る。
長時間使用していない機器は、プラグを抜く。 ２㌫

温水洗浄便座等のオートオフ機能を使う。 １㌫未満

そ の 他 テレビを省エネモードに設定するとともに、
画面の輝度を下げる。

２㌫
※�標準→省エネモードに設定
し、使用時間を３分の２と
した場合

＊在宅世帯の日中の平均的消費電力（14時：1200㍗）に対する削減率の目安。
注意：エアコンの控え過ぎによる熱中症などに気をつけて、無理のない範囲で節電をお願いします。
� （参考）資源エネルギー庁資料「家庭の節電対策メニュー」による
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　遠い昔に桑と蚕が中国から朝鮮半島を経て日本に入ってきました。恐らく農耕民族で現在の日本人の祖先の一部で
あったようです。その時中国から入ってきたクワは従来日本に野生するクワと区別するためにカラグワ（唐桑）、カラ
ヤマグワ（唐山桑）、マグワ（真桑）などと呼ばれました。日本産はクワ（桑）であり、ヤマグワ（山桑）、ササグワ（笹桑）、
イヌグワ（犬桑）などと呼ばれ、現在はヤマグワが標準和名として用いられています。カラグワ、ヤマグワともに蚕
の飼料としますが、本来落葉の高木であるため、自然では樹高が 10メートルにもなるので、一般に飼料とする場合
は葉を摘みやすいように太い主幹を切って萌芽する細い茎を２～３㍍伸ばして低木状に育成します。揖斐川町には両
種とも見られます。カラグワとヤマグワとの区別は葉裏に絨毛が無く、雌しべの花柱は合生部が全くなく２全裂する
のがカラグワで、葉裏に多少毛があり、雌しべの花柱は合生部が長くて上の方で２浅裂するのがヤマグワです。
　薬用には、果実、枝、葉、根皮など植物全部が利用されます。果実は４～６月頃に黒紫色になった集合果実を採取
して蒸してから乾燥したものを桑椹（ソウジン）と呼び、肝臓や腎臓の機能を高める作用があり１日量は、10～ 15
グラムを煎じて１日３回食後に服用します。枝は４～６月頃の若い枝を刈り取り、天日で乾燥させます。生薬名は桑
枝（ソウシ）です。リュウマチ、神経痛、関節炎に１日量 30～ 60グラムを煎じて１日
３回食後に服用します。葉は 10月頃よく生長したものを採取し天日で乾燥させます。
桑葉（ソウヨウ）と言い、糖尿病に用いられます。１日量５～ 10グラムを煎じて１日
３回食間に服用します。またお茶と同じように急須にいれて飲めば便秘、高血圧の予防
になると言われています。根皮は根を冬に掘り取ります。細い根を取り除き、太い根を
水洗いして皮部を剥いで天日で乾燥させたものを桑白皮（ソウハクヒ）と言い利尿、血圧
降下、血糖値降下作用があり１日量は 10～ 15 グラムを煎じて１日３回食後に服用し
ます。桑酒は桑白皮、桑椹をそれぞれ用います。桑白皮 200 グラムを細かく刻み、砂
糖200グラムとともにホワイトリカ1.8リットルに浸け、６か月冷暗所で熟成させます。
高血圧の予防効果があります。桑椹はその 500 グラムと砂糖 150 グラムをホワイトリ
カ 1.8 リットルに浸けます。約１か月で熟成します。疲労回復や強壮効果があります。
� （岐阜薬科大学名誉教授　水野瑞夫）

 

①
両
界
山
横
蔵
寺
薬
師
祭
奉
納

　

子
ど
も
相
撲
大
会
参
加
者
募
集

　

横
蔵
寺
奉
賛
会
で
は
、
次
の
と
お
り
両

界
山
横
蔵
寺
薬
師
祭
で
行
わ
れ
る
、
奉
納

子
ど
も
相
撲
大
会
の
参
加
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

■
日
時　

８
月
20
日（
土
）
14
時
～

■
場
所　

両
界
山
横
蔵
寺
本
堂
前

�

（
谷
汲
神
原
）

■
参
加
対
象　

小
中
学
生

■
募
集
人
数　
20
人

※
参
加
費
は
無
料
で
す

 

②
桓
武
天
皇
勅
願
寺

　

伝
教
大
師
（
最
澄
）
創
建

　

旧
両
界
山
横
蔵
寺
史
跡
巡
り

　

横
蔵
寺
奉
賛
会
で
は
、薬
師
祭
に
併
せ
、

旧
横
蔵
寺
史
跡
巡
り
を
行
い
ま
す
。

※
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
日
時　

８
月
20
日（
土
）

　
　
　
　

８
時
受
付
、
８
時
30
分
出
発

■
集
合
場
所　

両
界
山
横
蔵
寺
駐
車
場

�

（
谷
汲
神
原
）

■
募
集
人
数　

20
人

■�

参
加
費　

１
０
０
０
円（
瑠
璃
殿
・
舎

利
堂
拝
観
料
、
飲
み
物
付
き
）

■
申
し
込
み
期
限　

８
月
12
日（
金
）

※�
①
お
よ
び
②
の
行
事
に
つ
い
て
は
、
傷

害
保
険
に
加
入
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
・
申
し
込
み
先
】

　

横
蔵
寺
奉
賛
会

　
（
代
表　

上
神
原
区
長　

磯い
そ

川か
わ

光こ
う

司じ

）

　

℡
５
５

－

２
０
２
８

クワ（クワ科）いびがわ　特産品シリーズ
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景

景

景
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　８月28日（日）、揖斐川町全域で、町、関係機関および地域住民の皆さんとともに、地震発生を想定した揖斐
川町総合防災訓練を実施します。
　皆さんのご理解とご協力をお願いします。
１　日　時　　８月28日（日）
　　◎揖斐地区…７時 30分～ 11時（予定）
　　◎揖斐川（上記以外）、谷汲、春日、久瀬、藤橋、坂内の各地域…７時 30分～
２　場　所
　　揖斐川町全域（各地区ごとに実施）
　　揖斐地区（主会場）
　　①揖斐地区【揖斐地区一次避難所から揖斐川町役場】（主会場）
　　②揖斐川地域（揖斐地区を除く）【各区一次避難所】
　　　谷汲地域【各区一次避難所】
　　　春日地域【各区一次避難所】
　　　久瀬地域【各区一次避難所】
　　　藤橋地域【各区一次避難所】
　　　坂内地域【各区一次避難所】
３　訓練の概要
　　７時 30分　地震発生（サイレンで合図）　※音声告知放送により避難伝達
　　【避難訓練】
　　◎地区ごとに一次避難を開始してください。
　　【情報伝達訓練】
　　◎�避難完了後、各行政推進員（区長）は、避難された住民の皆さんの人員を確認して役場または、各振興事務

所へ報告してください。
　　※　主会場の揖斐川町役場へ避難された住民の皆さんは各種訓練へ参加または、見学をお願いします。
【お問い合せ先】
　揖斐川町役場総務課　℡２２－２１１１

地震から身を守る10か条　～あなたとあなたの家族の安全のために～
①まず身の安全を
　倒れやすい戸棚や本棚からすぐに離れ、丈夫なテーブルや机の下に身を隠しましょう。
②グラッときたら火の始末
　落ち着いて、揺れが収まってからガスコンロやストーブの火の始末を行いましょう。
③窓や戸を開け出口の確保
　逃げ口を失ったら避難できません。まず、避難口を確保しましょう。
④あわてて外に飛び出さない
　あわてて外に飛び出すと、瓦の落下、ガラスの破片でかえって危険です。
⑤火が出たらあわてず初期消火
　もし火が出ても、天井に燃え移らなければまだ大丈夫。落ち着いて消火活動をしましょう。
⑥皆で助け合い応急救護
　身近で怪我人を見つけたら、皆で協力し応急救護をしましょう。
　お年寄りやからだの不自由な人にも声を掛け、皆で助け合いましょう。
⑦正しい情報落ち着いた行動
　デマやうわさに振り回されず、ラジオなどの正しい情報で落ち着いた行動をしましょう。
⑧避難は徒歩で冷静に
　普段から避難場所を確認し、いざという時に落ち着いた行動をしましょう。
⑨狭い路地やブロック塀に近づかない
　ブロック塀・門柱・自動販売機などは倒れやすいので近づかないこと。
⑩エレベーターは使用しない
　エレベーターは、停電などで途中停止する可能性があり危険です。
《地震発生時に車を運転していたら》
・道路の左側か空き地に停車し、エンジンを止めましょう。
・カーラジオで災害情報を聞きましょう。
・警察官が交通規制を行っているときは、その指示に従いましょう。
・避難するときは、キーをつけたままにして、徒歩で避難しましょう。

揖斐川町総合防災訓練を実施します！
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みんなで築く交通安全
～事故のない安全・安心なまちづくりに取り組みます～

■揖斐郡内および町の交通事故（人身）発生状況（１月１日～６月 30日【暫定数値】）

揖斐郡内 人身
発　生
死　者
負傷者

108件
0 人

148人

（－57）
（－ 5）

（－64）

揖斐川町 人身
発　生
死　者
負傷者

19件
0 人

23 人

（－27）
（－ 1）

（－ 33）

※（　）内は前年比

　◎�昨年中は、人身事故件数 307 件（前年比＋ 54）、死者７人（前年比＋１）と激増し、特に出会い頭事故（全
事故中35パーセント：県下 22パーセント）が多発しました。

　◎�今年６月末現在、事故は減っているますが、出会い頭事故は全事故中33パーセントと昨年とほぼ同率
で発生しています。（＊５月末は 41パーセントでやや減少）

　◎出会い頭事故の多くは、

　　①車はこないだろうと一時停止しない“だろう運転”
　　②止まらなくても減速すれば大丈夫という確信犯的な一時不停止
　　　という悪質・無謀な運転マナーが原因でした。

【６月中の人身事故】
　郡内発生：18件

　うち揖斐川町３件

【出会い頭事故防止方法】→『止まる、見る、待つ、確かめるを！』
①�停止線手前で停止…止まる
　�＊停止線を越えていませんか？�タイヤは完全に止まっていますか？

②�もう一度、交差道路手前で停止…見る待つ

③�左右の安全確認、そして発進！…確かめる
　�＊徐行での安全確認は事故を招きます。しっかり止まって確認を！
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。
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年
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通
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故
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取
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心
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で
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通
安
全
を

推
進
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て
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▲交通安全指導所で安全運転啓発
　　　　　　　　　（揖斐警察署前にて）


